
　

ワ
キ
方
福
王
流
の
江
崎
家
旧
蔵
資
料
の
う
ち
、
謡
伝
書
類
は
、
今
回
報
告

し
た
『
師
傳
書
』
と
、
下
記
の
四
冊
（
五
種
）
で
あ
る
。

　

『
謡
之
秘
書
』
刊
本
、
慶
安
五
年
刊
（
一
六
五
二
）

　

『
筆
次
抄
』
写
本
、
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
写

　

『
素
謡
要
略
・
伍
音
之
次
第
』
写
本
、
天
保
十
五
年
（
弘
化
元
年
、

一
八
四
四
）
（
序
）
・
写
本
、
永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）

　

『
謡
曲
閟
言
解
』
写
本
、
（
宝
暦
十
四
年
（
一
七
六
四
）
以
降
）

　

こ
れ
ら
は
全
点
に
書
入
れ
等
が
あ
り
、
書
写
・
伝
授
状
況
が
窺
え
る
も
の

も
あ
る
。
な
お
、
『
筆
次
抄
』
以
外
に
つ
い
て
は
、
明
石
在
住
の
能
楽
研
究

家
横
山
杣
人
が
、
す
で
に
戦
前
に
『
能
楽
世
界
』
に
紹
介
を
し
て
い
る（
１
）。
以

下
、
各
書
の
書
誌
等
を
簡
単
に
記
す（
２
）。

『
謡
之
秘
書
』　

大
本
（
二
七
・
二
×
十
八
・
九
）
、
袋
綴
、
三
二
丁
・
十
三

行
書
き
、
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
花
屋
㐂
兵
衛
刊
、
焦
茶
色
表
紙
（
改

装
）
、
外
題
打
付
書
き
「
謡
之
秘
書
」
、
初
丁
表
に
「
江
崎
蔵
書
」
朱
印
。

刊
記
等
「
此
書
当
國
武
田
大
膳
太
夫
殿
に
一
人
相
傳
旨
よ
り
／
外
に
是
あ
る

ま
し
く
候
観
世
家
の
秘
密
之
書
也
／
慶
安
五
壬
辰
年
九
月
吉
日
／
花
屋
㐂
兵

衛
開
板
」

　

『
謡
之
秘
書
』
は
、
『
八
帖
本
花
伝
書
』
と
並
ん
で
江
戸
時
代
に
最
も
広

く
流
布
し
た
謡
伝
書
で
、
改
版
本
も
多
い
と
さ
れ
る
。
慶
安
三
年
刊
本
（
半

紙
本
上
下
二
冊
、
底
本
も
異
な
る
）
が
先
行
し
、
続
く
慶
安
五
年
本
は
刊
者

名
の
み
異
な
る
三
種
（
本
文
は
同
版
ら
し
く
、
共
同
で
の
出
版
か
）
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
観
世
家
の
秘
書
と
い
う
が
、
内
容
は
謡
伝
書
二
大
系
統
の
観

世
・
金
春
両
系
の
説
が
混
在
す
る
。

　

本
書
は
、
朱
筆
で
誤
字
訂
正
や
書
入
れ
が
複
数
見
ら
れ
、
ま
た
、
鼓
の
手

の
補
筆
も
さ
れ
て
い
る
。

『
筆
次
抄
』　

半
紙
本
（
二
三
・
三
×
一
七
・
四
）
、
袋
綴
、
四
七
丁
、
薄
青

色
表
紙
、
内
題
「
筆
次
抄
」
、
初
丁
表
に
「
江
崎
蔵
書
」
朱
印
。
奥
書
「
干

時
寛
永
十
九　

壬
午
菊
月
仲
五
／
進
藤
以
三
」
、
「
寛
保
六（
マ
マ
）つ
の
春
の
頃

よ
り
予
老
路
の
つ
れ
〳
〵
を
／
慰
せ
ん
と
京
師
遊
客
元
竹
八
木
翁
ニ
よ
つ
て

／
謡
曲
を
学
ふ
翫
に
其
数
百
番
ニ
お
よ
ふ
と
い
へ
と
も
／
い
ま
た
奥
意
を
き

わ
め
す　

延
享
甲
子
の
冬
に
至
る
／
或
時
師
此
書
を
投
し
て
熟
讀
せ
よ
と
い

ふ　

と
り
て
／
帰
り
こ
れ
を
見
れ
ハ
宮
商
角
徵
羽
口
舌
心（
マ
マ
）の
蘊
奥
忽
チ
／

闇
夜
に
も
燈
火
ゑ
た
る
ニ
ひ
と
し　

し
か
は
あ
れ
と
切
磋
琢
磨
／
の
い
ま
た

い
た
ら
さ
れ
ハ
例
の
引
う
す
藝
と
成
る　

嗚
乎
／
子
房
か
一
巻
ハ
漢
家
四
百

年
基
元
竹
の
一
巻
ハ
つ
れ
〳
〵
の
／
睡
を
さ
ま
す　

萬
事
一
夢
の
内
こ
れ
も

ま
た
善
哉
〳
　〵

／
旹
延
享
元
甲
子
臘
月
／
室
谷
忠
隣
／
南
窓
下
書
」

　

『
筆
次
抄
』
は
『
筆
の
次
』
の
別
称
で
、
ワ
キ
方
進
藤
流
の
進
藤
以
三

が
、
室
町
末
期
成
立
で
江
戸
期
に
広
く
流
布
し
た
謡
伝
書
『
塵
芥
抄
』
に
解

〈
研
究
会
研
究
報
告
〉
江
崎
家
旧
蔵
謡
伝
書
『
師
伝
書
』
を
読
む

江
崎
家
旧
蔵
資
料
の
謡
伝
書
に
つ
い
て

�

大　

山　

範　

子
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説
を
付
し
た
書
。
『
塵
芥
抄
』
か
ら
拍
子
の
こ
と
や
初
心
者
に
理
解
可
能
な

部
分
を
除
き
、
難
解
な
箇
所
の
み
説
明
し
て
い
る
。
詳
細
は
、
辻
宏
一
氏
の

本
文
翻
刻
・
解
説（
３
）に

よ
ら
れ
た
い
。
以
三
は
、
進
藤
流
の
始
祖
進
藤
久
右
衛

門
忠
次
の
長
男
だ
が
ワ
キ
方
を
継
が
ず
、
京
都
で
素
謡
教
授
を
専
門
に
し
、

多
く
の
弟
子
を
持
っ
て
い
た（
４
）。
伝
本
は
、
自
筆
本
と
さ
れ
る
琴
堂
文
庫
本
・

鴻
山
文
庫
本
（
甲
）
を
含
む
写
本
十
本（
５
）が

確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
は
書
写
奥
書
に
よ
る
と
、
寛
保
初
期
か
ら
稽
古
を
始
め
た
素
人
弟
子

が
、
謡
の
師
匠
か
ら
与
え
ら
れ
た
と
い
う
。
「
室
谷
忠
隣
」
と
「
元
竹
八
木

翁
」
に
つ
い
て
、
お
よ
び
本
書
が
江
崎
家
に
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
事
情

は
未
詳
で
あ
る
。
『
師
傳
書
』
も
そ
う
だ
が
、
こ
う
し
た
伝
書
の
み
な
ら

ず
、
江
崎
家
旧
蔵
資
料
の
中
に
は
、
謡
の
素
人
弟
子
の
関
与
し
た
書
が
い
く

つ
か
見
出
せ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

　

本
文
は
琴
堂
文
庫
本
と
ほ
と
ん
ど
異
同
は
な
い
が
、
例
に
引
か
れ
る
謡
の

文
句
に
曲
名
が
加
え
ら
れ
て
い
る
箇
所
、
ま
た
朱
筆
の
書
込
み
と
貼
紙
が

複
数
あ
る
。
「
聲
」
に
「
章
」
と
傍
書
す
る
箇
所
は
多
く
、
第
三
十
八
条

「
一
、
當
る
ト
い
ふ
と
入
ト
い
ふ
と
心
得
有
へ
し
」
（
三
三
丁
表
五
行
目
～

三
四
丁
表
六
行
目
ま
で
）
で
は
、
す
べ
て
の
「
聲
」
の
字
の
上
に
朱
筆
「
章
」

が
貼
付
ら
れ
て
い
る
。

『
素
謡
要
略
』
（
〔
素
謡
要
畧
・
五
音
之
次
第
〕
）　

＊
「
素
謡
要
略
」

に
「
伍
音
之
次
第
」
を
合
綴
。　

半
紙
本
（
二
三
・
〇
×
一
七
・
四
、
後
半
の

「
伍
音
之
次
第
」
は
二
三
・
〇
×
一
六
・
二
）　

袋
綴
、
四
二
丁
（
う
ち
後
半

一
一
丁
）
、
薄
茶
色
表
紙
・
左
上
部
に
外
題
打
付
書
き
「
素
謳
要
畧
」
。

「
伍
音
之
次
第
」
巻
末
に
署
名
「
江
崎
（
花
押
）
」
。
奥
書
「
天
保
甲
辰
仲

秋
上
院
日
／
久
枝
茂
喬
誌
」
（
素
謡
要
略
）
、
「
右
此
十
五
之
大
事
音
曲
秘

事
是
也
／
右
之
一
巻
者
於
我
等
家
音
曲
之
奥
儀
也
可
秘
々
々
／
永
正
元
年
正

月
吉
日　

観
世
道
見　

在
判
」
（
伍
音
之
次
第
）　
　
　

　

『
素
謡
要
略
』
は
天
保
十
五
年
（
弘
化
元
年
、
一
八
四
四
）
、
久
枝
茂
喬
の

著
。
福
王
流
の
詳
細
な
謡
伝
書
で
、
上
巻
は
「
一
調
二
機
三
声
」
「
言
語
声

音
」
「
節
奏
」
の
三
部
構
成
。
自
筆
原
本
か
と
さ
れ
る
鴻
山
文
庫
蔵
本
は
、

上
巻
冒
頭
の
目
録
後
に
「
大
旨
」
、
続
い
て
『
花
伝
書
』
『
玉
淵
集
』
『
奏

曲
正
名
閟
言
』
の
書
名
を
あ
げ
て
「
此
要
畧
書
ハ
花
伝
ヲ
的
ト
シ
、
玉
淵
中

大
略
、
閟
言
の
宣
ヲ
揚
」
て
「
素
謳
ノ
便
ナ
ラ
シ
ム
」
た
め
と
記
す
。

　

本
書
の
前
半
は
、
『
素
謡
要
畧
』
の
上
巻
「
乾
」
。
目
録
は
な
く
、
内
題

に
続
い
て
「
大
旨
」
が
あ
り
、
署
名
前
の
上
記
文
言
は
欠
く
が
、
そ
れ
以
外

は
文
辞
が
異
な
る
部
分
は
あ
る
が
内
容
は
同
趣
旨
。
た
だ
し
、
奥
付
の
季
は

「
仲
春
」
で
は
な
く
「
仲
秋
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
書
の
後
半
は
、
内
題
を
『
伍
音
之
次
第
』
と
す
る
別
書
。
金
春
系
伝
書

に
み
ら
れ
る
五
音
説
（
音
曲
口
内
六
之
大
事
）
に
、
観
世
系
伝
書
の
特
色
と

も
い
え
る
十
五
種
の
曲
説
の
名
目
と
解
説
（
音
曲
十
五
之
次
第
）
な
ど
を
合

写
す
る
も
の
。
両
説
と
も
に
永
正
年
間
に
は
成
立
し
て
い
た
ら
し
く
、
「
宗

節
筆
巻
子
本
音
曲
伝
書
」
（
観
世
文
庫
蔵
）
を
始
め
、
室
町
末
期
以
降
の
伝

書
に
は
両
説
を
併
記
す
る
も
の
が
多
い
。
本
書
は
両
説
の
ほ
か
五
十
音
図
を

伴
う
五
音
相
通
説
も
掲
載
し
て
お
り
、
観
世
道
見
に
仮
託
さ
れ
た
「
永
正
元

年
観
世
道
見
在
判
伝
書
」
（
東
北
大
学
蔵
）
と
同
系
統
の
も
の
（
記
述
は
簡

略
化
さ
れ
て
い
る
）
と
考
え
ら
れ
る
。

『
謡
曲
閟
言
解
』　

半
紙
本
（
二
二
・
六
×
一
五
・
七
）
、
袋
綴
、
三
三
丁
、

外
題
「
謡
曲
閟
言
解　

全
」
、
初
丁
表
に
「
江
崎
蔵
書
」
朱
印
。
見
返
「
千

里
必
究
／
謡
曲
閟
言
解
／
平
安
亀
陽
子
（
朱
角
印
「
康
文
」
（
陰
刻
）
」
、

跋
文
の
末
尾
に
「
宝
暦
甲
申
暮
春　

平
安　

岡
康
文
識
（
朱
角
印｢

康

文
」
」
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『
謡
曲
閟
言
解
』
は
、
宝
暦
十
年
（
序
）
刊
行
の
『
秦
曲
正
名
閟
言
』
上

巻
の
解
説
書
。
宝
暦
十
四
年
（
明
和
元
年
、
一
七
六
四
）
木
田
為
邦
撰
で
、
京

の
本
屋
清
八
・
銭
屋
忠
兵
衛
の
宝
暦
十
四
年
刊
本
が
流
布
し
て
い
る
。

　

本
書
は
、
刊
本
の
忠
実
な
写
し
（
匡
郭
・
界
線
は
略
）
だ
が
、
見
返
題
と

跋
文
末
尾
の
署
名
が
異
な
る
（
見
返
は
著
者
名
「
木
田
六
右
衛
門
撰
」
が
消

さ
れ
、
刊
者
名
は
改
変
。
跋
文
も
「
木
田
為
邦
」
が
「
岡
康
文
」
）
。
本
文

に
は
朱
筆
で
句
点
や
各
項
目
の
印
、
朱
引
き
を
施
し
、
ま
た
余
白
に
複
数
箇

所
の
語
句
の
注
が
見
ら
れ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
「
（
諸
家
）
下
篇
」
の
章

で
五
ヶ
所
（
一
三
丁
表
～
一
五
丁
裏
）
に
イ
～
ホ
の
記
号
を
付
し
て
い
る
点
で

あ
る
。
順
に
イ
「
小
次
郎
カ
二
子
幼
ナ
ル
北
観
世
坐
脇
に
乏
シ
因
テ
福
王
代

テ
脇
ト
ナ
ル
」
、
ロ
「
因
テ
進
藤
代
テ
脇
ト
ナ
ル
」
、
ハ
「
茂
兵
衛
宗
碩
代

リ
継
ク
」
、
ニ
「
小
川
五
郎
左
衞
門
堅
斎
ハ
近
江
小
川
村
ノ
人
ナ
リ
」
、
ホ

「
竹
村
甚
左
衞
門
定
勝
ハ
謡
ヲ
吉
村
七
右
衛
門
弓
春
ニ
学
ヒ
」
、
い
ず
れ
も

脇
や
謡
教
授
の
系
譜
に
係
わ
る
。
こ
れ
ら
の
記
号
は
注
を
付
す
た
め
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
、
ホ
に
続
く
「
岸
喜
太
夫
」
に
は
、
別
紙
注
が
貼
付
ら
れ
て

い
る
。

　

岡
康
文
は
、
京
都
在
住
の
ワ
キ
方
高
安
流
の
岡
治
郎
右
衛
門
家
の
十
二
代

千
蔵
（
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
没
、
享
年
六
十
五
歳
）
。
同
家
の
伝
来
資

料
の
大
半
は
康
文
の
手
に
な
る
と
い
う
。
同
家
に
は
文
康
筆
の
『
秦
曲
正
名

閟
言
』
の
書
き
入
れ
入
り
謄
写
本
が
伝
来
す
る
が
、
『
謡
曲
閟
言
解
』
は
現

存
し
な
い（
６
）。

詳
細
は
改
め
て
報
告
し
た
い
が
、
本
書
の
表
紙
は
安
永
年
間
の

岡
治
郎
右
衛
門
宛
の
反
故
紙
を
利
用
し
て
お
り
、
元
来
は
同
家
所
蔵
の
も
の

で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

な
お
、
本
書
に
は
、
横
山
杣
人
に
よ
る
田
中
允
蔵
の
刊
本
の
部
分
謄
写

（
表
見
返
し
と
本
文
冒
頭
半
丁
分
、
跋
文
の
末
尾
半
丁
分
の
二
枚
）
が
添
え

ら
れ
て
い
る
。
杣
人
は
、
冒
頭
に
述
べ
た
紹
介
記
事
を
書
い
た
後
、
田
中
氏

蔵
の
刊
本
を
借
り
て
書
誌
的
考
察
を
し
、
さ
ら
に
末
尾
二
篇
の
翻
刻
を
発
表

し
て
い
る（
７
）。

注（
１
）�　

「
樵
日
記
」
三
五
四
～
三
五
七
「
江
崎
家
の
古
書
を
一
見
（
其
一
）
～

（
其
四
）
」
、
『
能
楽
世
界
』
第
六
〇
六
～
六
〇
九
号
、
昭
和
十
五
年
三
月

～
五
月
。

（
２
）　

�

書
誌
等
に
つ
い
て
は
、
全
面
的
に
以
下
の
二
書
を
参
照
に
し
た
。

　
　

・�

竹
本
幹
夫
「
室
町
後
期
・
江
戸
初
期
の
伝
書
と
そ
の
特
質
」
、
『
岩
波
講
座

　

能
・
狂
言　

Ⅱ
能
楽
の
伝
書
と
芸
論
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
）
第

四
章
）

　
　

・�

『
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題
（
中
）
』
（
野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究

所
編
・
発
行
、
一
九
九
八
年
）

（
３
）�　

辻
宏
一
「
「
筆
の
次
」
（
資
料
紹
介
）
」
（
『
藝
能
史
研
究
』
七
十
八

号
、
一
九
八
二
年
七
月
）

（
４
）�　

宮
本
圭
造
「
進
藤
家
の
人
々
」
、
『
上
方
能
楽
史
の
研
究
』
（
和
泉
書

院
、
二
〇
〇
五
年
）
所
収
。

（
５
）�　

田
草
川
み
ず
き
「
宇
治
加
賀
掾
の
浄
瑠
璃
芸
論
『
竹
子
集
』
序
文
と
『
塵

芥
抄
』
系
謡
伝
書
―
進
藤
以
三
著
『
筆
の
次
』
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
―
」

（
『
近
世
文
藝
』
八
九
号
、
二
〇
〇
九
年
）

（
６
）�　

石
塚
（
藤
岡
）
道
子
「
高
安
流
ワ
キ
方　

岡
治
郎
右
衛
門
家
の
系
譜
と
資

料
（
一
）
～
（
三
）
」
（
『
金
剛
』
一
〇
六
～
一
〇
八
号
、
一
九
七
九
～

一
九
八
〇
年
）
参
照
。

（
７
）�　

「
『
謡
曲
閟
言
解
』
の
写
本
と
刊
本
」
（
『
宝
生
』
昭
和
十
六
年
六
月

号
）
、
「
『
謡
曲
閟
言
解
』
の
刊
本
を
写
し
て
」
（
前
掲
書
昭
和
十
七
年
八

月
号
）
。
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